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と考えて, 皮膜法の考え方に, 応力凍結法やサンドイッチ法10) などの手法をとり入れて,氏
較的満足すべき新しい方法を案出した｡最近になって,常温で応力を残留させる方法11)が発表
されて,われわれの方法は,一段 と容易に行なえるようになった｡














































































である｡ここに 0ほ oIC の方向 (すなわち eleおよびelの方向)とx軸のなす角度である｡x
軸とy軸に関する木材のヤング率をそれぞれ ET,Ey,x方向と y方向の負荷に関する木材の
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の関係,すなわち BREWSTER′slawが成り立つことが明らかである｡ したがって, ここでは
x･y面内の2次主応力だけを考えればよい｡それには,TO∬yが判らなければならないが,試片
がy方向に均一に引張られている状態では,樹脂層でもTeayは全域に亘って, はば零である
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て併記してある｡ この値は, 硬化時間の短いときは, クリープを測定している間に硬化が進
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木 材 研 究 第36号 (1965)
光弾性樹脂層となる部分であるから,薄 く,か
つ,挽面のきれいな丸鋸刃で挽道をつける必要















































































































重ねたとき得られる等色線縞模様は,Photo.1(b)に, 3枚重ね, および 4枚重ねのもの
紘, 同じく (C), (a)に示した｡ ここでは, 4枚の樹脂板の厚さが,多少違っていたの
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まず,Photo.1から,樹脂板における試験片の対称軸 云宮 上の縞次数分布 (すなわち,主
応力差 CC1-Oe2 の分布)を求める｡ また,この軸の両側に,Ay-士2mm だけ離れた2本の








あとは′ その線上でゼロ点が現われるまでは, 最大主応力の方向は同じで, ゼロ点を過ぎる
と,方向は900変わる｡
このようにして求めた云瓦 盲瓦,前 線上の主応力差 q10-620,および主応力の方向pの分
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qJ:= q LO-∫;｡告 dx
-qxo二=畠% Ax (29)
で表わすことができるから,il高 上のTだyeと,



























































Fig.14に仮定した FL0-0.5と, Tablelの -/
値を用いると _～
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andwithelasticconstantsofwood.Thevaluesareplotted in Fig･16 and arein
good agreementwiththeKEYLWERTH'sresult24). But,ontheotherhand,thenormal'し
stressinthegraindirectionwasabsurd value,and thereason ofthisabsurdness
wasnotfulexplainedanditremainedtobediscussedinthefuture,
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